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平成 27 年度予算編成の基本的考え方

日本の経済状況は、安倍内閣の「三本の矢」からなる経済政策を一体的に推進してきた

ことにより、緩やかな回復基調が続いているものの、昨年 4 月に実施された消費税率引き

上げに伴う駆け込み需要の反動減や、円安に伴う輸入物価の上昇などがある中で、賃金の

上昇が物価上昇に追いついていないため、個人消費の弱さが指摘されており、今後の経済

への影響が懸念されます。

一方で、当市を取り巻く環境は、高齢化率の上昇に伴う、医療給付費・生活保護費など

の社会保障関係経費の増大や、国民健康保険・介護保険・後期高齢者医療特別会計への繰

出金などの需要が増大することは確実であり、先を見越した財政運営を行わなければ、将

来にわたって一定のサービス水準を維持できないことは明らかです。

平成 27 年度予算は、このような状況の中にあっても、市民の健康増進事業、子育て支援

の充実、中心市街地の整備による活性化事業、安全安心のまちづくり事業、地域活性化に

つながる事業を推進し、健康で楽しく「幸せに暮らせるまち」、将来を見据えた「選ばれる

まち」の実現を目指す施策を重点に予算を編成しました。

まず歳入の面では、景気回復の動きや個人所得の減少に下げ止まりが見られるものの、

法人市民税の一部国税化や固定資産税の評価替えがあり、市税収入全体で前年度比 1.8％

の減となる一方、地方消費税交付金は、平成 26 年 4 月からの地方消費税率引き上げによる

交付金の平年度化により、前年度比 39.6％の増となりました。

国の税制改革大綱では、法人実効税率のさらなる引き下げが示されており、景気の緩や

かな回復基調が見込まれつつも、市財政は予断を許さない状況にあります。

次に歳出の面では、国の 26 年度第 1 次補正予算により、「地域住民生活等緊急支援交付

金」が創設され、地域における消費喚起に効果が高いプレミアム付商品券の発行事業を行

うとともに、地方版総合戦略に盛り込むことを想定した子育て世代の支援事業等を前倒し

で 3 月補正予算に計上し、27 年度に繰越して実施します。

また、市内 3 地区の小中学生の通学路で歩道整備等を実施し、安全な通学環境を整備す

るとともに、市内小学校に空調設備の設置事業や、小中学校の校舎・体育館耐震補強大規

模改造工事を実施し、引き続き児童・生徒の教育環境の改善を進めます。

さらに、茨城県警及び地元ボランティアとの連携のもと、青色パトロール等の巡回を行

うための拠点となる、防犯ステーションを設置し市民の安全・安心を確保します。

このほかにも、平成 27 年度は市制施行 45 周年を迎え、市民と協働で記念式典をはじめ

今後のまちづくりの契機となるような様々な記念事業を計画しています。

また、待望の都市計画道路 3･4･3 号（上新町環状線）の開通や、10 月には「取手ウェル

ネスプラザ」のオープンを予定するなど、市民の皆様に将来にわたる安心と希望を実感い

ただけるよう健幸（健康で幸せ）なまちづくりに取り組んでまいります。

平成 27 年 2 月

取手市長 藤 井 信 吾
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平成 27 年度予算の重点化 5 事業

平成 27 年度は、市制施行 45 周年を迎え、記念式典をはじめ今後のまちづくりの契機と

なるような様々な記念事業を計画しています。

さらに、「スマートウエルネスとりで」の実現による、市民の健幸（健康で幸せ）づく

りを進めている中で、その拠点施設となる「取手ウェルネスプラザ」のオープンを 10 月

に予定しています。

このような節目の年にあり、平成 27 年度予算は、市民の健康増進事業、子育て支援の

充実、中心市街地の整備による活性化事業、安全安心のまちづくり事業、地域活性化につ

ながる事業を推進し、健康で楽しく、幸せに暮らせるまち、選ばれるまちの実現を目指す

施策を重点的に実施してまいります。

健康で楽しく「幸せに暮らせるまち」、将来を見据えた「選ばれるま

ち」の実現を目指して、次の５つの事業を推進します。

１．市民の健康増進事業

【新規】ウェルネスプラザ備品･駐車場整備事業 143,206 千円

[中心市街地整備課他]

【新規】とがしら公園整備事業 52,208 千円[水とみどりの課]

【継続】健康づくり推進事業 2,722 千円[健康づくり推進室]

【継続】健康遊具設置事業 4,800 千円[高齢福祉課]

ウェルネスプラザには、トレーニングジムや調理室、キッズプレイルーム、多目的

ホールをはじめ保健センターが整備され、また、隣接して屋外ステージを持つ屋根付

き広場が整備されます。これらの諸室等の運営にあたり必要な物品等を購入するとと

もに、近接地に駐車場の整備を進めます。

また、とがしら公園内のテニスコート 3 面を人工芝テニスコートに改修し、利用環境

の向上と健康の維持・増進を図ります。

２．子育て支援の充実

【新規】市立藤代幼稚園預かり保育事業[学務給食課]

【継続】子育て世帯臨時特例給付金事業 45,538 千円[子育て支援課]

【継続】BP プログラム事業 294 千円[保健センター]

【継続】ぬくもり医療支援事業 89,850 千円[国保年金課]

市立藤代幼稚園で月曜日から金曜日（幼稚園休業日を除く）の午後 2 時から 4 時まで

預かり保育を行い、就労等をしている保護者のために子育て支援を図ります。

また、BP プログラム事業は、0 歳児を初めて育てる母親を対象に、「少し先を見通し

た子育ての知識」や、親の役割・育児スキルを参加者同士で学びあう場を提供し、同じ

立場の母親同士の仲間づくりや、育児不安を抱える母親の不安を軽減させ、母子ともに

健全な成長を図ります。
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３．中心市街地の整備による活性化

【継続】ウェルネスプラザ整備事業 476,435 千円[中心市街地整備課]

【継続】取手駅北土地区画整理事業 478,767 千円[区画整理課]

取手駅北地区 B 街区に、健康や育児等に関する相談機能や健診機能、運動・リハビリ

機能などに加え、多世代の人々が交流可能な多目的ホールなどを備えたウェルネスプラ

ザを整備します。また、野外ステージなどを備えた屋根付き広場もあわせて整備します。

また、取手駅の西口駅前地区として、多様な都市機能の集積と土地の高度利用の促進

を図るために、土地区画整理事業に基づいた都市基盤の整備を進めます。

４．安全安心のまちづくり事業

【継続】通学路整備事業 252,859 千円[道路課]

【継続】市道整備事業 131,581 千円[道路課]

【継続】雨水排水整備事業 123,383 千円[排水対策課]

【継続】放射能対策事業 24,086 千円[放射能対策課]

【継続】小中学校整備事業 1,210,402 千円[教育総務課]

【継続】耐震性貯水槽の整備 33,048 千円[消防本部]

【新規】水槽付消防自動車の購入 64,677 千円[消防本部]

【新規】防犯ステーション設置事業 6,781 千円[安全安心対策課]

通学路整備事業は、市内 3 地区の小中学生の通学路において歩道整備等を行い、安全

な通学環境の確保を図ります。

小中学校整備事業は、小学校の空調設備設置工事に着手するとともに、小中学校の校

舎・体育館耐震補強大規模改造工事を実施し、児童・生徒の教育環境の改善を進めます。

また、茨城県警及び地元ボランティアとの連携のもと、青色パトロール等の巡回を行

うための拠点となる、防犯ステーションを設置し、市民の安全・安心を確保します。

５．地域活性化につながる事業の推進

【継続】産業活動支援条例に基づく奨励金事業 87,492 千円[産業振興課]

【継続】買い物弱者支援事業 6,706 千円[産業振興課]

【継続】都市計画見直し策定事業 7,776 千円[都市計画課]

【継続】コミュニティバス車両更新事業 2,829 千円[都市計画課]

地域経済の発展に寄与する市内企業の積極的な事業拡大に対し、産業活動支援条例に

基づき、設備投資に対する施設奨励金及び市民の新規雇用に対する雇用促進奨励金を交

付し、地域経済の活性化を図ります。

また、都市計画見直し策定事業は、国道 6 号線と都市計画道路 3･4･3 号線が交差する

桑原地区について、新たな活力・雇用創出と都市の一体性の確立をめざし、商業・産業

拠点としての土地利用を図るため、市街化区域への編入に向けた都市計画変更調書の原

案を策定します。
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《予算規模》

１．平成２７年度の一般会計当初予算規模は３５５億７，０００万円で、前年

度当初予算と比較して２０億１，０００万円増（対前年度比６．０％増）と

なります。

予算規模が拡大した要因は 2 点あります。

まず、1 点目は子ども・子育て支援新制度への移行に伴う改正分で、新たに約

10 億 3,000 万円の増となったこと。2 点目として、前年度は学校施設の耐震

補強工事や大規模改造工事が国の経済対策により、3 月の補正予算に約 10 億

6,000 万円を前倒しで計上できましたが、今回の、国の緊急経済対策による補

正予算では、予定していた学校施設の耐震補強工事や大規模改造工事、小学

校の空調設備設置工事が前倒しの対象にならなかったこと。したがって、27

年度当初予算の計上となったことです。

２．特別会計（８事業）を合わせた予算規模は、２６１億４，５０５万５千円

となり、前年度当初予算と比較して２１億７，１０７万８千円増（対前年度

比９．１％増）となります。

この中で大きく増額となったのは国民健康保険事業であります。要因とし

まして、これまでも、県内各市町村間の平準化と国保財政の安定化を図るた

めに、「保険財政共同安定化事業拠出金」として支出しておりましたが、この

拠出金を算出する対象額が、これまでは、1 件当たり 30 万円以上のレセプト

を対象としておりましたが、27 年度からすべての医療費が対象となるため、

拠出金が 9 億 7,000 万円から 26 億 4,000 万円に大幅に増額となるものです。



単位：千円

平成27年度
当初予算

平成26年度
当初予算

35,570,000 33,560,000 2,010,000 6.0%

取手駅西口都市整備事業 1,338,430 1,577,279 ▲ 238,849 ▲ 15.1%

用地先行取得事業 115,417 116,880 ▲ 1,463 ▲ 1.3%

国民健康保険事業 14,125,395 12,188,163 1,937,232 15.9%

平成27年度予算総括表（当初予算）

会 計 名 比 較

一 般 会 計

国民健康保険事業 14,125,395 12,188,163 1,937,232 15.9%

後期高齢者医療 2,020,829 1,951,433 69,396 3.6%

介護保険 7,193,695 6,770,477 423,218 6.3%

介護サービス 1,942 19,549 ▲ 17,607 ▲ 90.1%

競輪事業 1,348,658 1,349,425 ▲ 767 ▲ 0.1%

公平委員会 689 771 ▲ 82 ▲ 10.6%

小 計 26,145,055 23,973,977 2,171,078 9.1%

61,715,055 57,533,977 4,181,078 7.3%

特

別

会

計

合 計
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(単位:千円）

平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

32,850,000 33,660,000 33,034,000 34,130,000 31,580,000 33,770,000 33,400,549 32,570,000 34,030,000 33,560,000 35,570,000

※平成19年度、23年度は当初骨格予算のため、6月補正後の予算額で比較

年 度

予算額

一般会計予算額の推移

-10.0%

-8.0%

-6.0%

-4.0%

-2.0%

0.0%

2.0%

4.0%

6.0%

8.0%

170億

190億

210億

230億

250億

270億

290億

310億

330億

350億

370億

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

予算額 伸率

6



(単位:千円）

平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

32,850,000 33,660,000 33,034,000 34,130,000 31,580,000 33,770,000 33,400,549 32,570,000 34,030,000 33,560,000 35,570,000

人件費 9,628,275 9,423,042 9,416,091 9,245,807 9,037,818 8,777,437 8,242,334 8,151,439 7,971,656 7,674,951 7,597,243

扶助費 3,558,365 3,643,107 3,967,395 4,165,275 4,210,355 5,544,079 6,175,210 5,860,120 6,102,330 6,379,552 7,008,962

普通建設事業費 2,826,402 3,799,327 2,739,063 2,960,513 1,573,612 2,505,518 1,927,350 1,607,632 2,996,742 1,928,796 2,648,156

※平成19年度、23年度は当初骨格予算のため、6月補正後の予算額で比較

年 度

予算額

人件費・扶助費・普通建設事業費の推移

予算額 伸率
200億
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７



主要事業 （詳細については、P15～P26 を参照して下さい）

健康づくり
推進

医療関連

臨時給付金

子育て支援
新制度

医療費助成

育児相談

支援センター

④
安全安心のまちづくり

健康づくり推進事業（2,722千円）

公的病院等運営費補助金（118,000千円）

中学校空調設備設置工事実施設計（5,413千円）

藤代中体育館耐震補強工事（151,320千円）

給食センター屋根改修工事（18,274千円）

①
市民の健康増進事業

ウェルネスプラザ整備事業（476,435千円）

健康遊具設置工事（4,800千円）

とがしら公園整備事業（52,208千円）

BPプログラム事業（294千円）

放課後児童対策事業（120,804千円）

民間保育園入所に要する経費
〈子ども・子育て支援新制度分〉（376,670千円）

子育て世帯臨時特例給付金事業（45,538千円）

施設整備

ウェルネスプラザ備品・駐車場整備事業（143,206千円）

藤代南中体育館屋根改修工事（11,859千円）

道路・橋梁
安全点検

道路ストック点検（7,504千円）

橋梁定期点検（17,273千円）

小中学校整備

小学校空調設備設置工事（543,500千円）

稲小大規模改造工事（498,310千円）

母子健康教育

③
中心市街地の整備による活性化

都市整備

②
子育て支援の充実

ぬくもり医療支援事業（89,850千円）

こんにちは赤ちゃん事業（3,917千円）

１歳児歯みがき教室（310千円）

子育て支援センター運営事業（18,502千円）

取手駅北土地区画整理事業（478,767千円）

市立藤代幼稚園預かり保育事業

双葉道路改良事業（82,988千円）

清水道路改良事業（48,593千円）

排水対策
藤代地区雨水排水整備事業（18,990千円）

古戸排水機場改修事業（104,393千円）

西方住宅排水設備整備事業（13,600千円）

藤代庁舎空調設備改修事業（231,541千円）

北浦川谷中第５号橋（仮称）相橋架替負担金（20,000千円）

市道整備

公共施設整備

通学路整備

稲向原通学路整備事業（209,571千円）

下高井田向通学路整備事業（21,396千円）

井野下沼通学路整備事業（21,892千円）

消防署耐震補強大規模改修事業（42,943千円）

取手グリーンスポーツセンター設備改修事業（18,700千円）

市民会館舞台照明改修事業（13,716千円）
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公園整備

市制施行45周年記念事業（7,942千円）

公有用地利活用計画策定事業（8,036千円）

公共施設等総合管理計画策定事業（8,506千円）

ウェルネスプラザWi-Fiスポット設置事業（915千円）

生活困窮者自立相談支援事業（17,665千円）

動物用迷子ホルダーの配布（127千円）

ふるさと取手応援寄附金推進事業（106千円）

スクールバス運行事業（7,128千円）

小学校コンピュータ整備事業（48,678千円）

スポーツ各種大会助成金（2,500千円）

文化振興奨励金（90千円）

④
安全安心のまちづくり

災害援護資金貸付金（2,500千円）

消防救急無線・指令センター共同整備負担金（104,321千円）

⑥
その他事業

空き店舗活用事業（2,200千円）

産業活動支援条例に基づく奨励金事業（87,492千円）

産業振興チャレンジ支援事業（1,000千円）

藤代駅南口2号公園整備事業（21,600千円）

応急住宅借上料（20,448千円）

保育所給食食材検査（146千円）

⑤
地域活性化につながる事業の推進

小中連携（一貫）教育推進事業（1,641千円）

都市計画道路3･4･3号上新町環状線（井野工区）整備事業
（9,959千円）

買い物弱者支援事業（6,706千円）

産業振興ICT推進事業（12,130千円）

コミュニティバス車両更新事業（2,829千円）

震災対応

小・中学校給食食材検査（196千円）

被災住宅復興支援利子補給補助金（871千円）

地域振興

都市計画 都市計画見直し策定事業（7,776千円）

都市計画基礎調査事業（9,072千円）

耐震性貯水槽整備事業（33,048千円）

小型ポンプ積載車の購入（17,400千円）

空き家等の適正管理事業（2,957千円）

災害時用備蓄食料等購入（7,119千円）

放射能対策事業（24,086千円）

防犯ステーション設置事業（6,781千円）

県防災情報ネットワークシステム更新事業負担金
（14,794千円）

消防・防災
防犯

水槽付消防自動車購入（64,677千円）
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10

平成 26 年度 3 月補正事業

国の平成 26 年度第 1 次補正予算（一般会計）により、地域住民生活等緊急支

援交付金が創設されました。消費喚起に効果の高い事業や、地方版総合戦略に

盛り込む事業のうち先行して実施する事業が当交付金の対象になったため、3 月

補正予算に計上し平成 27 年度に繰越して実施します。

1.地域住民生活等緊急支援交付金（地域消費喚起・生活支援型）

事業費総額 120,862 千円（交付金額 120,862 千円）

・プレミアム付商品券発行事業 120,862 千円[産業振興課]

2.地域住民生活等緊急支援交付金（地方創生先行型）

事業費総額 110,468 千円（交付金額 70,111 千円、一財 40,357 千円）

・地方版総合戦略策定事業 10,000 千円[政策調整課]

・現代女性の包括的支援モデル構築事業 3,928 千円[市民協働課]

・民間保育園・幼稚園障害児保育補助事業 14,280 千円[子育て支援課]

・親子ふれあい推進事業 33,043 千円[子育て支援課]

（キッズプレイルーム整備事業）

・特定不妊治療費助成事業 3,800 千円[保健センター]

・子ども向け予防接種事業 18,562 千円[保健センター]

・女性のための検診事業 6,858 千円[保健センター]

・公園再整備事業 19,997 千円[水とみどりの課]



構成比 構成比

01 市税 40.3 43.5

02 地方譲与税 0.9 0.9

03 利子割交付金 0.1 0.1

04 配当割交付金 0.3 0.2

05 株式等譲渡所得割交付金 0.1 0.0

06 地方消費税交付金 4.2 3.1

07 ゴルフ場利用税交付金 0.2 0.2

08 自動車取得税交付金 0.1 0.1

09 地方特例交付金 0.2 0.2

10 地方交付税 13.8 13.3

11 交通安全対策特別交付金 0.0 0.0

12 分担金及び負担金 0.7 1.3

13 使用料及び手数料 2.8 0.7

14 国庫支出金 11.4 11.5

15 県支出金 5.8 5.6

16 財産収入 0.1 0.2

2,054,390 1,882,680 171,710 9.1

54,182 55,608 △ 1,426 △ 2.6

995,226 225,448 769,778 341.4

4,040,981 3,863,701 177,280 4.6

15,000 16,000 △ 1,000 △ 6.3

251,725 426,279 △ 174,554 △ 40.9

56,000 58,000 △ 2,000 △ 3.4

4,918,000 4,475,000 443,000 9.9

57,000 59,000 △ 2,000 △ 3.4

34,000 29,000 5,000 17.2

53,000 4,000 49,000 1,225.0

1,480,000 1,060,000 420,000 39.6

23,000 31,000 △ 8,000 △ 25.8

107,000 60,000 47,000 78.3

当 初 予 算

14,341,108 14,600,907 △ 259,799 △ 1.8

309,000 318,000 △ 9,000 △ 2.8

平成２７年度一般会計予算（案）の概要（骨格予算）

【歳 入】 （単位：千円、％）

区 分
平 成 27 年 度 平 成 26 年 度

比 較 増減率
当初予算(案)

17 寄附金 0.0 0.0

18 繰入金 2.3 2.2

19 繰越金 1.4 1.5

20 諸収入 4.0 4.3

21 市債 11.3 11.1

100.0 100.0

【歳 出】

構成比 構成比

01 議会費 0.9 0.8

02 総務費 14.3 14.7

03 民生費 36.0 33.9

04 衛生費 4.6 4.9

05 農林水産業費 0.6 0.6

06 商工費 1.3 1.3

07 土木費 11.9 12.6

08 消防費 5.3 5.7

09 教育費 12.6 11.2

10 災害復旧費 0.0 0.0

11 公債費 10.6 12.2

12 諸支出金 1.8 2.0

13 予備費 0.1 0.1

100.0 100.0

50,000 50,000 0 0.0

合 計 35,570,000 33,560,000 2,010,000 6.0

3,771,278 4,084,768 △ 313,490 △ 7.7

647,147 662,150 △ 15,003 △ 2.3

4,499,421 3,748,718 750,703 20.0

5 5 0 0.0

4,217,647 4,225,363 △ 7,716 △ 0.2

1,902,517 1,897,341 5,176 0.3

206,700 213,900 △ 7,200 △ 3.4

452,139 434,720 17,419 4.0

12,810,358 11,375,234 1,435,124 12.6

1,624,198 1,640,052 △ 15,854 △ 1.0

309,074 282,570 26,504 9.4

5,079,516 4,945,179 134,337 2.7

区 分
平 成 27 年 度 平 成 26 年 度

比 較 増減率
当初予算(案) 当 初 予 算

（単位：千円、％）

4,022,200 3,724,800 297,400 8.0

合 計 35,570,000 33,560,000 2,010,000 6.0

500,000 500,000 0 0.0

1,429,472 1,433,516 △ 4,044 △ 0.3

712 199 513 257.8

828,004 736,862 91,142 12.4
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平成２７年度一般会計予算（案）の歳入概要（骨格予算）

【歳入】 単位：千円

款 H27 H26 比較 増減率% 説明欄 （ ）は事業費、［ ］は増減

01 市税 14,341,108 14,600,907 △ 259,799 △ 1.8

うち個人市民税現年分 5,547,743 5,608,277 △ 60,534 △ 1.1
個人所得の減少には下げ止まりが見られるものの、生産年齢人口の
減少及び特別徴収一斉指定の影響による

うち法人市民税現年分 1,823,607 2,031,759 △ 208,152 △ 10.2 法人税割の税率の引き下げによる

うち固資税（土地）現年分 1,647,519 1,569,587 77,932 5.0
地価の下落（平均下落率2.6%）による減が見込まれるものの、ゆめ
み野地区本換地により増を見込む

うち固資税（家屋）現年分 2,528,741 2,595,424 △ 66,683 △ 2.6 家屋の評価替えによる減

うち市たばこ税現年分 618,651 631,353 △ 12,702 △ 2.0 たばこ販売本数の減少による

02 地方譲与税 309,000 318,000 △ 9,000 △ 2.8 地方財政計画による

03 利子割交付金 23,000 31,000 △ 8,000 △ 25.8 〃

04 配当割交付金 107,000 60,000 47,000 78.3 〃

05 株式等譲渡所得割交付金 53,000 4,000 49,000 1,225.0 〃05 株式等譲渡所得割交付金 53,000 4,000 49,000 1,225.0 〃

06 地方消費税交付金 1,480,000 1,060,000 420,000 39.6 地方財政計画による（地方消費税率の引き上げによる）

07 ゴルフ場利用税交付金 57,000 59,000 △ 2,000 △ 3.4 地方財政計画による

08 自動車取得税交付金 34,000 29,000 5,000 17.2 〃

09 地方特例交付金 56,000 58,000 △ 2,000 △ 3.4 〃

10 地方交付税 4,918,000 4,475,000 443,000 9.9

・普通交付税(4,500,000）[450,000増]
H26年度実績との比較2.1％減
(4,595,483)[95,483減]

・特別交付税(418,000)[7,000減]

11 交通安全対策特別交付金 15,000 16,000 △ 1,000 △ 6.3 地方財政計画による

12 分担金及び負担金 251,725 426,279 △ 174,554 △ 40.9 ・保育所入所児保護者負担金（172,222)[172,713減]

13 使用料及び手数料 995,226 225,448 769,778 341.4

・公立保育所使用料（保護者負担分）（176,200）[皆増]
・公立保育所使用料（代理受領分）（582,491）[皆増]
・市立幼稚園保育料（代理受領分）（20,462）[皆増]
・法定外公共物使用料(1,814)[4,053減]

・自立支援給付費負担金（553,500）[38,475増]
・生活困窮者自立相談支援費負担金（13,248）［皆増］
・保育所運営費負担金（400,450）[153,790増]
・障害児施設給付費負担金（55,860）[22,035増]
・個人番号カード交付事業費補助金（37,817）[皆増]

14 国庫支出金 4,040,981 3,863,701 177,280 4.6

・個人番号カード交付事業費補助金（37,817）[皆増]
・通学路(双葉・稲向原【市道2494号・2759号】・下高井田向・

井野下沼)安全対策補助金(158,400)[141,900増]
・学校施設環境改善交付金（58,943）[皆増]
・臨時福祉給付金（141,343）[135,967減]
・子育て世帯臨時特例給付金（45,524）[69,842減]
・放射線量低減対策特別緊急事業費補助金(20,158)[3,134減]
・ふれあい道路整備事業補助金(0)[23,800減]
・都市計画道路3･4･3号整備事業補助金(0)[53,600減]
・幼稚園就園奨励費（10,308）[25,537減]

15 県支出金 2,054,390 1,882,680 171,710 9.1

・自立支援給付費負担金（276,750）[19,238増]
・保育所運営費負担金（289,301）[165,976増]
・障害児施設給付費負担金（27,930）[11,018増]
・震災等緊急雇用対応事業補助金(58,305)[41,330増]
・国勢調査委託金(51,603)[皆増]
・市町村再生可能エネルギー導入促進事業補助金(0)[97,000減]
・生涯現役・全員参加・世代継承型雇用創出事業補助金

(18,836)[3,934減]
・茨城県議会議員一般選挙費委託金(0)[38,156減]

16 財産収入 54,182 55,608 △ 1,426 △ 2.6
・県営住宅敷地貸付料(2,395)[345減]
・普通財産売払収入(18,725)[456減]

17 寄附金 712 199 513 257.8 ・ふるさと取手応援寄附金(500)[499増]

18 繰入金 828,004 736,862 91,142 12.4

・公共施設整備基金(161,937)[55,044増]
・学校施設整備基金(88,400)[66,970増]
・ふるさと取手応援基金(18,839)[17,449増]
・財政調整基金(350,000)[50,000減]

19 繰越金 500,000 500,000 0 0.0

20 諸収入 1,429,472 1,433,516 △ 4,044 △ 0.3
・スポーツ振興くじ助成金(27,432)［皆増］
・土地開発公社貸付金元利収入(647,000)[15,000減]
・火葬場周辺整備事業費(8,846)[23,426減]

21 市債 4,022,200 3,724,800 297,400 8.0

うち合併特例債 1,433,000 1,091,400 341,600 31.3

・ウェルネスプラザ整備事業
備品：（73,300）
旧西口事務所跡地駐車場造成工事：（14,300）

・北浦川橋梁架替負担金(19,000)
・市道改良事業：双葉、清水（82,100）
・通学路整備事業（131,200）
稲向原[2494号線][2759号線]、下高井田向、井野下沼

・戸頭消防署耐震補強事業(30,800)
・小学校空調整備事業(516,300)
・稲小大規模改造事業(470,500)
・中学校空調整備事業(5,100)
・藤代中体育館耐震補強事業(90,400)

うち臨時財政対策債 2,000,000 2,340,000 △ 340,000 △ 14.5
・H27（2,000,000）［340,000減］

H26年度実績との比較11.7％減
（2,264,100）［264,100減］

合 計 35,570,000 33,560,000 2,010,000 6.0
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平成２７年度一般会計予算（案）の歳出概要（骨格予算）

【歳出】 単位：千円

款 H27 H26 比較 増減率(%) 説明欄 （ ）は事業費、［ ］は増減

01 議会費 309,074 282,570 26,504 9.4
・議員報酬、期末手当（166,522）[12,904増]
・議員共済給付費負担金（75,217）[12,870増]

02 総務費 5,079,516 4,945,179 134,337 2.7

・【新規】通知カード・個人番号カード関連事務委任交付金(37,817)
・【新規】防犯ステーション設置事業(6,781)
・【新規】公共施設等総合管理計画策定事業(8,506)
・市制施行45周年記念事業(7,942)[4,942増]
・藤代庁舎空調設備改修(231,541)[228,247増]
・常総地方広域市町村圏事務組合負担金(956,036)[303,513増]
・固定資産評価システム業務委託(43,740)[27,330増]
・市長及び市議会議員補欠選挙の同時選挙(48,831)[皆増]
・市議会議員一般選挙(69,396)[皆増]
・国勢調査(50,556)[皆増]
・本庁舎再生可能エネルギー導入事業(0)[50,000減]
・本庁舎耐震補強大規模改修（0）[397,040減]
・防災行政無線柱建替工事（0）[29,163減]・防災行政無線柱建替工事（0）[29,163減]
・県議会議員一般選挙（0）[38,156減]

03 民生費 12,810,358 11,375,234 1,435,124 12.6

・【新規】公立保育所・幼稚園施設型給付費(代理受領分)(602,953)
・【新規】ウェルネスプラザ備品・消耗品購入(118,927)
・【新規】ウェルネスプラザ駐車場整備工事(24,279)
・【新規】生活困窮者自立相談支援事業（17,665）
・民間保育園入所委託（1,233,039）[481,385増]
・障害者自立支援給付費（1,109,575）[76,860増]
・障害児通所給付費（112,308）[44,202増]
・医療福祉費助成制度(617,400)[10,000増]
・国民健康保険事業特別会計繰出金(794,378)[50,388増]
・後期高齢者医療特別会計繰出金(1,094,423)[33,359増]
・介護保険特別会計繰出金(1,035,868)[59,324増]
・臨時福祉給付金（141,343）[135,967減]
・子育て世帯臨時特例給付金（45,538）[69,828減]

04 衛生費 1,624,198 1,640,052 △ 15,854 △ 1.0

・予防接種委託(212,584)［10,285増］
･水ぼうそう予防接種委託(11,774)[9,324増］
･高齢者肺炎球菌ワクチン接種委託(13,843)［10,690増］
･小児肺炎球菌ワクチン接種委託(34,567)［4,898増］
･ヒブ予防接種委託(25,165)[5,604増]
･子宮頸がん予防接種委託(248)[5,945減]

・公的病院等運営費補助金(118,000)［7,000減］
・取手北相馬休日夜間緊急診療所運営委託(27,858)[2,400減]
・除染実施後モニタリング業務委託(19,948)[1,156減]・除染実施後モニタリング業務委託(19,948)[1,156減]

05 農林水産業費 206,700 213,900 △ 7,200 △ 3.4
・農業ふれあい公園管理棟修繕(0)［1,590減］
・農業公社貸付金(0)［5,000減］

06 商工費 452,139 434,720 17,419 4.0

・震災等緊急雇用対応事業(58,449)[41,410増]
・中小企業事業資金融資あっ旋保証料補助金(55,146)[5,210増]
・産業活動支援施設奨励金(84,492)［1,845増］
・生涯現役･全員参加･世代継承型雇用創出事業（18,836）[3,934減]
・県信用保証協会損失補償寄託金(4,900)[5,700減]

07 土木費 4,217,647 4,225,363 △ 7,716 △ 0.2

・【新規】北浦川谷中第5号橋架替負担金(20,000)
・【新規】井野下沼(市道4318号線他)通学路整備事業(21,892)
・【新規】古戸排水機場整備事業(104,393)
・【新規】とがしら公園テニスコート整備事業(52,208)
・双葉(市道0130号線他)道路改良事業(82,988)[48,847増]
・清水（市道0142号線）道路改良事業（48,593）[35,593増]
・稲向原(市道2494号線)通学路整備事業(168,339)[皆増]
・下高井田向(市道0104号線)通学路整備事業(21,396)[4,915増]
・稲向原（市道2759号線）通学路整備事業（41,232）[皆増]
・藤代地区雨水排水(18,990)[7,990増]
・藤代駅南口2号公園整備事業（21,600）[18,857増]
・取手駅西口都市整備事業特別会計繰出金(498,159)［6,730増］
・分庁舎エレベーター整備事業(0)[49,600減]
・都市計画道路3･4･3号線整備事業（9,959）[145,828減]
・取手地方広域下水道組合負担金(1,660,000)［30,000減］

08 消防費 1,902,517 1,897,341 5,176 0.3

・【新規】水槽付消防自動車の購入(64,677)
・耐震性貯水槽整備事業(33,048)[皆増]
・消防署耐震補強大規模改造事業（42,943）[7,469増]
・消防救急無線・指令センター共同整備（104,321）[51,856減]
・高規格救急自動車の購入(0)[37,000減]

09 教育費 4,499,421 3,748,718 750,703 20.0

・【新規】小学校空調設備設置工事(543,500)
・【新規】稲小校舎・体育館大規模改造工事(498,310)
・【新規】中学校空調設備設置工事実施設計委託(5,413)
・【新規】藤代南中体育館屋根改修工事（11,859）
・【新規】藤代中体育館耐震補強工事(151,320)
・【新規】取手東小スクールバス運行業務委託（7,128）
・【新規】取手小校内LAN改修工事（10,867）
・【新規】給食センター屋根改修工事(18,274)
・【新規】市民会館舞台照明改修工事(13,716)
・私立幼稚園就園奨励費補助金（31,874）[121,091減]
・私立幼稚園児保育料補助金（7,590）[32,910減]

10 災害復旧費 5 5 0 0.0

11 公債費 3,771,278 4,084,768 △ 313,490 △ 7.7
・元金(3,283,238)［280,869減］
・利子(483,032)［30,971減］

実質公債費比率 H25決算9.9％ H24決算10.2％

12 諸支出金 647,147 662,150 △ 15,003 △ 2.3 ・土地開発公社貸付金(647,000)[15,000減]

13 予備費 50,000 50,000 0 0.0

合 計 35,570,000 33,560,000 2,010,000 6.0
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構成比 構成比

7,597,243 21.4 7,674,951 22.9 △ 77,708 △ 1.0

うち特別職 33,805 0.1 34,122 0.1 △ 317 △ 0.9

うち 議 員 242,077 0.7 216,303 0.6 25,774 11.9

うち一般職 6,771,143 19.0 6,923,634 20.6 △ 152,491 △ 2.2

うち一般職非常勤 355,099 1.0 341,758 1.0 13,341 3.9

7,008,962 19.7 6,379,552 19.0 629,410 9.9

3,771,270 10.6 4,084,110 12.2 △ 312,840 △ 7.7
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411,243 1.2 416,909 1.2 △ 5,666 △ 1.4

4,900 0.0 10,600 0.0 △ 5,700 △ 53.8

699,601 2.0 719,481 2.1 △ 19,880 △ 2.8
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平成２７年度の主要事業概要 

 

１）市民の健康増進事業 

 

≪施設整備事業≫ 

【新規】ウェルネスプラザ備品・駐車場整備事業 143,206 千円 

［中心市街地整備課 他］P.54 

      平成 27 年 10 月の開館に向けて、保健センター、多目的ホール、

トレーニングジム、キッズプレイルーム等の運営に必要な物品の購

入や、駐車場の整備を実施します。 

      備品・消耗品の購入 118,927 千円 

      駐車場整備工事    24,279 千円 

【新規】とがしら公園整備事業 52,208 千円［水とみどりの課］P.135 

     老朽化しているとがしら公園のテニスコート 3 面を人工芝テニス

コートに改修します。市民の憩いの場・交流の場として利用者の利

用環境の向上や健康の維持・増進を図ります。 

【継続】健康遊具設置工事 4,800 千円［高齢福祉課］P.68 

高齢化社会における市民の健康維持・増進のため、健康遊具を設

置します。平成 27 年度は、公園に背伸ばしベンチ等の設置を予定し

ています。 

 

≪健康づくり推進事業≫ 

 【継続】健康づくり推進事業 2,722 千円［健康づくり推進室］P.52 

      健康づくりを進めるために、イベントや講演会を実施するととも

に、研修会への参加や先進市を視察します。また、健康づくりの推

進のために企画を立案し、関係各署と連携して健康づくりの機運を

高めます。 

 

≪医療関連事業≫ 

 【継続】公的病院等運営費補助金 118,000 千円［保健センター］P.87 

      市民の健康を守り、医療環境の確保・充実を図るため、JA とりで

総合医療センターに運営費を補助します。 

 

 

 

 

※担当課名の右側に、予算説明書

の該当ページを表示しています。 



16 
 

２）子育て支援の充実 

 

≪母子健康教育事業≫ 

【新規】市立藤代幼稚園預かり保育事業［学務給食課］P.161 

      藤代幼稚園で月曜日から金曜日（幼稚園休業日を除く）の午後２

時から４時まで預かり保育を行い、子育て支援の充実を図ります。 

【新規】１歳児歯みがき教室 310 千円［保健センター］P.91 

1 歳の誕生日を迎える子とその親を対象に、一生使う歯の大切さや

虫歯にならないための知識・技術を身につける教室を実施し、子ど

もの歯の健康づくりに取組みます。 

【継続】BP プログラム事業 294 千円［保健センター］P.91 

0 歳児を初めて育てる母親を対象に、「少し先を見通した子育ての

知識」や、親の役割・育児スキルを参加者同士で学びあう場を提供

し、同じ立場の母親同士の仲間づくりや、育児不安を抱える母親の

不安を軽減させ、母子ともに健全な成長を図ります。 

【継続】放課後児童対策事業［スポーツ生涯学習課］P.168 

      市内の小学校に通う全児童を対象として、学校施設等を利用して、

遊びや体験学習などで自主的に過ごせる場所を設け、子どもの健全

育成を図ります。また平成 27 年度は、長期休業日等の土曜日一日開

設を実施し、今後の土曜日一日開設の拡充を検討します。 

 

≪臨時給付金事業≫ 

【継続】子育て世帯臨時特例給付金事業 45,538 千円［子育て支援課］P.74 

      平成 26 年 4 月の消費税の引き上げに際し、子育て世帯への影響を

緩和するとともに、子育て世帯の消費の下支えを図る観点から、平

成 27 年 6 月の児童手当受給者を対象に、10 月以降に子育て世帯臨時

給付金を給付します。 

 

≪保育園・認定こども園事業≫ 

【新規】民間保育園入所に要する経費 子ども・子育て支援新制度分 

376,670 千円［子育て支援課］P.76 

     保護者の就労や疾病等により、日中保育できない乳幼児を民間保育

園や認定こども園へ入所させることにより、乳幼児の健全な心身の発

達と、保護者の社会活動の促進を図ります。平成 27 年度からは、多

くの幼稚園が幼稚園型認定こども園に移行することで、教育と保育を

一体的に行える施設が増え、これまで以上に子育て支援を総合的に支

援する体制を図ります。 
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≪医療福祉費助成事業≫ 

 【継続】ぬくもり医療支援事業 89,850 千円［国保年金課］P.70 

      乳児や小児の通院、入院時の医療費助成事業について助成対象を

平成 26 年 10 月より中学 3 年生まで拡大しました。医療費に係る保

護者の経済的負担を軽減し、子育て支援の充実を図ります。 

 

≪育児相談事業≫ 

【継続】こんにちは赤ちゃん事業 3,917 千円［保健センター］P.89 

生後 4 か月までの乳児がいる全ての家庭を対象に訪問し、疾病等

の早期発見や保護者の育児不安の軽減を図り、乳幼児の健全な発育

を支援します。 

 

≪子育て支援センター運営事業≫ 

 【継続】子育て支援センター運営事業 18,502 千円［子育て支援課］P.82 

      幼稚園就園前や、保育園に入所しておらず家庭で子育てをしてい

る保護者の情報交換や交流の場として、また、子育ての悩みの相談

の場として、白山・戸頭・藤代・東部地域子育て支援センターの運

営を行います。 

 

３）中心市街地の整備による活性化 

 

≪ウェルネスプラザ整備事業≫ 

取手駅北地区 B 街区に、健康や育児等に関する相談機能や、健診機能、運

動・リハビリ機能などに加え、多世代の人々が交流可能な多目的ホールなど

を備えたウェルネスプラザを整備します。また、野外ステージなどを備えた

多目的広場公園もあわせて整備します。 

【継続】ウェルネスプラザ整備事業 476,435 千円［中心市街地整備課］P.183 

ウェルネスプラザ整備工事（平成 25～27 年度継続費）、工事に伴

う補償費、館内に設置するデジタルサイネージの整備等を行います。 

 

≪取手駅北土地区画整理事業≫ 

取手駅の西口駅前地区として、多様な都市機能の集積と土地の高度利用の

促進を図るために、土地区画整理事業に基づき、都市基盤の整備を進めます。 

【継続】取手駅北土地区画整理事業 478,767 千円［区画整理課］P.181 

西部地区造成工事、都市計画道路 3・5・38 号線道路施設工事、物

件移転等補償業務等を行います。 
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４）安全・安心のまちづくり 

 

≪通学路整備事業≫ 

 小中学生の通学路において歩道整備等を行い、安全な通学環境の確保を図

ります。 

【継続】稲向原通学路整備事業 209,571 千円［道路課］P.120 

     稲小と白山西小の統合により、通学する児童が増加することから、

歩道整備を含めた通学路の整備を行います。 

【継続】下高井田向通学路整備事業 21,396 千円［道路課］P.120 

     安全な通学路の整備のためにカラー舗装や路面標示などの安全対

策を行います。 

【新規】井野下沼通学路整備事業 21,892 千円［道路課］P.120 

     安全な通学路の整備のためにカラー舗装や路面標示とともに、変

則的な交差点の舗装を行います。 

 

≪市道改良事業≫ 

市道の改良工事を行い、居住環境の整備向上を図ります。 

 【継続】双葉道路改良事業 82,988 千円［道路課］P.119 

      道路改良が完了していない未整備区間について道路改良工事を行

うとともに、注意喚起を促す路面標示の設置などの安全対策を行い

ます。 

【継続】清水道路改良事業 48,593 千円［道路課］P.119 

     幹線道路であるが、幅員が狭く歩道が確保されていないため歩道

整備を含めた道路改良工事を行います。 

 

≪橋梁架替事業≫ 

【新規】北浦川谷中第 5号橋（仮称）相橋架替負担金 20,000 千円 

［管理課］P.117 

県が実施している北浦川改修に合わせ、市道である橋梁の架替が

必要になることから、負担割合に応じた負担を行い、住環境の向上

を図ります。 

 

≪雨水排水対策事業≫ 

排水路や排水機場の整備・改修等を行い、雨水による浸水被害の解消や居

住環境の向上を図ります。 

 【継続】藤代地区雨水排水整備事業 18,990 千円［排水対策課］P.131 

      小林住宅地区の冠水被害緩和のため、U字溝の整備を行います。 
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【新規】古戸排水機場改修事業 104,393 千円［排水対策課］P.131 

    古戸排水機場のポンプ施設について、計画的に更新を行います。 

 

≪公共施設整備事業≫ 

公共施設の老朽化等に対応するための改修工事等を行い、市民が安心して

利用できる施設環境の整備を図ります。 

【継続】藤代庁舎空調設備改修事業 231,541 千円［藤代総合窓口課］P.27 

    藤代庁舎の空調設備の老朽化が著しいため、平成 26 年度に空調設

備改修の設計を実施し、平成 27 年度はこの設計に基づき全面改修工

事を実施します。 

【継続】西方住宅排水設備整備事業 13,600 千円［管理課］P.139 

     下水道設備が未整備の市営住宅について、居住環境の改善を図る

ため排水設備工事を行います。 

【継続】消防署耐震補強大規模改修事業 42,943 千円 

［消防本部・総務課］P.142 

    防災拠点としての機能強化を図るため、戸頭消防署の耐震補強及

び老朽化対策のためのトイレ・仮眠室等の改修を行います。 

 【継続】取手グリーンスポーツセンター設備改修事業 18,700 千円 

［スポーツ生涯学習課］P.174 

      取手グリーンスポーツセンターは、オープン後 24 年が経過してい

ることから、年次的に修繕、設備の更新を行い、市民の健康増進に

寄与します。 

【継続】市民会館舞台照明改修事業 13,716 千円［文化芸術課］P.167 

      市民会館の施設・設備の老朽化に対応するため、年次計画の基に

修繕、更新を行っています。平成 27 年度は舞台照明の改修工事を行

い、適切な維持管理に努めます。 

 

≪道路ストック点検及び橋梁定期点検≫ 

  道路標識など付属施設及び橋梁の老朽化に伴い、災害等による重大な事故

等の恐れがある施設の点検を行うことにより、予防保全型の維持管理を行い

ます。 

 【継続】道路ストック点検 7,504 千円［管理課］P.118 

      道路標識や照明施設等の道路ストックについて、道路利用者及び

第三者の被害を防止する観点から、損傷状態を把握するための点検

を行います。 

【継続】橋梁定期点検 17,273 千円［管理課］P.118 

      今後、橋梁等が老朽化していくことを踏まえ、道路法施行規則の
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一部改正により、5年に 1回の頻度で近接目視による点検の実施が基

本となったことから、国が定める統一的な基準に基づく点検を実施

します。 

 

≪小中学校整備事業≫ 

小中学校施設の耐震補強、大規模改修や空調設備設置工事及び実施設計を

行うことにより、児童・生徒が安全で快適な学校生活が送れる教育環境の整

備を図ります。 

【継続】小学校空調設備設置工事 543,500 千円［教育総務課］P.155 

      児童の教育環境の向上を図るため、小学校で空調設備設置工事を

行います。 

【新規】中学校空調設備設置工事実施設計 5,413 千円［教育総務課］P.159 

      生徒の教育環境の向上を図るため、中学校に空調設備を設置する

ための実施設計を行います。 

【継続】稲小大規模改造工事 498,310 千円［教育総務課］P.156 

      児童の教育環境の向上を図るため、小学校の校舎・体育館大規模

改造工事を行います。 

【継続】藤代中体育館耐震補強工事 151,320 千円［教育総務課］P.160 

      生徒の教育環境の向上を図るため、藤代中学校の体育館の耐震補

強工事を行います。 

【新規】藤代南中体育館屋根改修工事 11,859 千円［教育総務課］P.159 

      生徒の利用環境の向上を図るため、藤代南中学校の体育館屋根の

改修工事を行います。 

【新規】給食センター屋根改修工事 18,274 千円［学務給食課］P.176 

      給食センター調理場の安全・衛生管理の保全のため、屋根及び外

壁の改修工事を行います。 

 

≪県防災情報ネットワークシステム更新事業≫ 

県防災情報ネットワークシステムの通信回線のデジタル化・高速大容量化

や接続する防災関係機関の連携強化のため、設備を更新します。庁舎及び消

防本部に設置する端末機器に係る費用の 2分の 1を負担します。 

【新規】県防災情報ネットワークシステム更新事業負担金 

    庁舎分   7,570 千円［安全安心対策課］P.37 

    消防庁舎分 7,224 千円［消防本部・指令課］P.143 

 

≪水槽付消防自動車の更新≫ 

市民の安全を確保するため、吉田消防署に配備されている車両の更新を行
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い、消防体制の充実を図ります。 

【新規】水槽付消防自動車の購入 64,677 千円［消防本部・警防課］P.146 

 

≪消防救急無線・指令センター共同整備事業≫ 

消防救急無線のデジタル化及び県内 34 市町 21 消防本部による共同指令セ

ンターを整備します。大規模・広域災害時における応援の対応力強化を図る

とともに、119 番を 1カ所で受け付けることにより、病院情報等の共有による

搬送時間の短縮を図ります。 

【継続】消防救急無線・指令センター共同整備負担金 104,321 千円 

［消防本部・指令課］P.144 

 

≪耐震性貯水槽の整備≫ 

大地震等の大規模災害時にも使用できる耐震性貯水槽を、新たに 3 カ所整

備し、市民の安全を確保します。 

【継続】耐震性貯水槽の整備 33,048 千円［消防本部・警防課］P.145 

 

≪消防団車両の更新≫ 

市民の安全を確保するため、消防団に配備されている車両の更新を行いま

す。平成 27 年度は、第 12 分団（下高井地区）・第 15 分団（野々井地区）の 2

台を予定しています。 

【継続】小型ポンプ積載車の購入 17,400 千円［消防本部・警防課］P.145 

 

≪防犯ステーション設置事業≫ 

市民の安全・安心を確保するため、防犯ステーションを設置し、警察や地

元ボランティアと連携してパトロール等を実施します。 

【新規】防犯ステーション設置事業 6,781 千円［安全安心対策課］P.20 

 

≪空き家等の適正管理事業≫ 

近年市内において増加している空き家等について、管理不全な状態で放置

されることのないよう、現場把握、調査、所有者への依頼等を実施します。 

【継続】空き家等の適正管理事業 2,957 千円［安全安心対策課］P.20 

 

≪災害時用備蓄食糧等購入事業≫ 

非常用食糧や避難所用備蓄品等を年次計画により整備し、災害発生時の市

民生活の安全・安心の確保に備えます。 

【継続】災害時用備蓄食糧等購入 7,119 千円［安全安心対策課］P.37 
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≪放射能対策事業≫ 

平成 27 年度は除染が完了した施設について、事後のモニタリングを継続し

て行います。 

また、市立小中学校の給食食材及び完成品、一般家庭の食材について放射能

検査を行います。 

【継続】放射能対策事業 24,086 千円［放射能対策課］P.98 

 

≪被災者支援事業≫ 

東日本大震災により、住居等の建物が半壊以上の被災を受けた市民を対象

に、災害援護資金貸付、被災住宅復興支援利子補給補助を行い、被災住宅復

旧や生活再建のための一助とします。 

【継続】災害援護資金貸付金 2,500 千円［社会福祉課］P.37 

【継続】被災住宅復興支援利子補給補助金 871 千円［社会福祉課］P.37 

 

≪避難者支援事業≫ 

東日本大震災または原発事故による避難者に対して、生活基盤確保のため、

市が民間住宅を借上げ、応急仮設住宅として避難者に貸与します。 

【継続】応急住宅借上料 20,448 千円［社会福祉課］P.38 

 

≪給食食材放射性物質検査≫   

  給食の安全・安心を確保することを目的とし、児童・生徒に提供する給食

食材の安全性を確認するため、市内保育所及び小・中学校の給食食材の放射

性物質検査を実施します。 

【継続】保育所給食食材検査 146 千円［子育て支援課］P.39 

【継続】小・中学校給食食材検査 196 千円［学務給食課］P.38 

 

５）地域活性化につながる事業の推進 

 

≪都市計画道路事業≫ 

市内の道路網の中心となる都市計画道路を整備することにより、道路交通

環境の整備とともに住環境の向上やまちの活性化を図ります。 

【継続】都市計画道路 3・4・3号上新町環状線（井野工区）整備事業 

9,959 千円［道路課］P.128 

環状線としての機能とともに、国道 6号線、国道 294 号線の南北、

東西の交通の分散により、市街地の混雑緩和や住環境の向上を図り

ます。なお、平成 27 年 10 月の開通を予定しています。 
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≪都市計画事業≫ 

  均衡ある発展と公共の福祉の増進に寄与するため、都市の健全な発展と秩

序ある市街地形成を図ります。 

【継続】都市計画見直し策定事業 7,776 千円［都市計画課］P.122 

    新たな土地活用の推進を図り、市の活力創出、市街地の一体性の

確立を目指して、国道 6 号線と都市計画道路 3・4・3 号線が交差す

る桑原周辺地区について、地区の特性や地元意向を踏まえた地区の

まちづくり方針を基に、市街化区域への編入に向けた関係機関協議

及び諸資料を作成するともに、地権者組織の立ち上げ、組織運営等

の技術的支援を行います。 

【新規】都市計画基礎調査事業 9,072 千円［都市計画課］P.122 

    都市計画法の規定により、人口規模、産業分類別の就業人口の規

模、市街地の面積、土地利用、交通量等の現況及び将来の見通しに

ついて基礎調査を行い、将来的な都市計画の立案や見直しに反映し

ます。 

 

≪コミュニティバス車両更新事業≫ 

  現行の天然ガス仕様の車両は老朽化が進んでいることから、ディーゼル燃

料仕様のノンステップ車両へ、2台の入替を行います。利用者の安全を確保す

るとともに、バリアフリー化や乗車定員の増員（25 人から 31 人）により、利

便性の向上を図ります。 

【継続】コミュニティバス使用料 2,829 千円［都市計画課］P.123 

 

≪買い物環境の改善≫ 

  既存スーパーの撤退や商店街の衰退に伴い高齢者などへ影響を与えている

買い物弱者問題に対して、食料品や日用品などの販売を行う移動販売車を巡

回させ買い物環境の改善を図ります。 

【継続】買い物弱者支援事業 6,706 千円［産業振興課］P.112 

 

≪産業活動支援事業≫ 

【継続】産業振興ＩＣＴ推進事業 12,130 千円［産業振興課］P.112 

  市の物産品について、ホームページや Facebook 等を活用し、取手ブランド

を全国に向けて PR するとともに、市内事業者相互の参加による異業種間交流

を促進し、産業全体の活性化を図ります。 

【継続】空き店舗活用事業 2,200 千円［産業振興課］P.110 

 中小商業者振興及び商店街の活性化を図るため、空き店舗を活用して事業

を行う出店者に対し、家賃もしくは店舗改修費の補助を行います。 
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【継続】産業活動支援条例に基づく奨励金事業 87,492 千円 

［産業振興課］P.110 

地域経済の発展に寄与する市内企業の積極的な事業拡大に対し、産業活動

支援条例に基づき、設備投資に対する施設奨励金及び市民の新規雇用に対す

る雇用促進奨励金を交付し、地域経済の活性化を図ります。 

【継続】産業振興チャレンジ支援事業 1,000 千円［産業振興課］P.110 

取手市ゆかりの資源や市の特性を活用した新商品の開発、地域ブランドの

創造などの新たな事業活動を予定している団体に対し、補助金を交付して支

援します。 

 

≪市民と協働による公園整備事業≫ 
地域住民の要望を考慮し、特徴を備えた公園の整備を行い、協働による地

域に密着した公園を目指します。 
 【継続】藤代駅南口 2号公園整備事業 21,600 千円［水とみどりの課］P.136 
 

６）その他の事業 

 

・市制施行 45 周年記念事業 

【新規】市制施行 45 周年記念式典及び関連行事事業 5,000 千円 

［秘書課］P.19 

平成 27 年 10 月 1 日の市制施行 45 周年の節目を迎えるにあたり、

記念式典及び関連行事を執り行います。 

【継続】市勢ガイド及び市紹介映像制作業務委託 2,942 千円 

［広報広聴課］P.19 

平成 26 年度からの継続事業。取手市の概要やこれまでの歩みを総

合的にまとめた冊子を作成します。同様に、紹介映像を制作し、記

念式典上映用やインターネット配信用に編集します。 

 

・公有用地利活用計画策定事業 

【新規】公有用地利活用に要する経費 8,036 千円［特定政策推進室］P.29 

市保有の未利用地の有効な利活用を行うため、平成 26 年度に対象

地の現況調査や利活用方策の検討を行いました。平成 27 年度は、検

討結果を踏まえ、具体的な利活用計画を策定して利活用方策の実現

を推進します。 
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・公共施設等総合管理計画策定事業 

【新規】公共施設マネジメントに関する経費 8,506 千円 

［公共施設整備課］P.29 

公共施設マネジメント白書及び保全計画策定調査で示された現状

と課題、考え方及び劣化診断データ等を参考に、中長期の公共施設

等総合管理計画を策定します。 

 

・公衆無線ＬＡＮ整備事業 

【新規】ウェルネスプラザ Wi-Fi スポット設置事業 915 千円 

［情報管理課］P.29 

      平成 27 年 10 月の開館を予定しているウェルネスプラザに公衆無

線ＬＡＮ機器を設置し、帰宅困難者や避難の長期化を想定した防災

機能の強化を図り、平時のコミュニティスペースにおける通信手段

を提供します。 

 

・生活困窮者支援事業 

【新規】生活困窮者自立相談支援事業 17,665 千円［社会福祉課］P.55 

      生活困窮者の相談窓口を開設し、生活困窮者が抱える課題を把握

するとともに、その置かれている状況や本人の意思を十分に確認す

ることを通じて、個々の状態にあった支援計画の作成を行い、就労

の促進や家計管理の指導等包括的な支援を行う。 

 

・犬猫対策事業 

【新規】動物用迷子ホルダーの配付 127 千円［環境対策課］P.95 

      愛玩動物が迷子になっても飼い主の元に戻れるよう「迷子札ホル

ダー」を配付し、動物殺処分件数の減少を図ります。 

 

・ふるさと取手応援寄附金推進事業 

 【新規】ふるさと取手応援基金への寄附に対する御礼品送付 

 106 千円［産業振興課］P.111 

      「ふるさと取手応援寄附金」に一定額以上の寄附をいただいた方

に対して、御礼品を送付します。この御礼品の送付により「ふるさ

と取手応援寄附金」の魅力化を図るとともに、市内物産品・農産品

及び産業品を幅広くＰＲし、市内産業の振興・活性化を図ります。 

 

 

 



26 
 

・教育の充実 

【新規】スクールバス運行事業 7,128 千円［学務給食課］P.147 

     平成 27 年 4 月に開校する取手東小の児童のうち、通学距離、通学

時の安全対策を考慮して、小文間地区の児童を対象にスクールバス

を運行します。 

【継続】小学校コンピュータ整備事業 48,678 千円［学務給食課］P.154 

     小学校パソコン教室においてパソコンの新規リースを行います。

生徒１人に１台の可動式情報端末を整備し、学習環境の向上を図り

ます。 

【継続】小中連携（一貫）教育推進事業 1,641 千円［指導課］P.150 

     中学校生活への適応や学力の向上などを目的とした小中連携・一

貫の取組をモデル学区の研究成果を踏まえて、市内の各中学校区に

おいて推進します。 

【継続】各種大会助成金 2,500 千円［スポーツ生涯学習課］P.174 

     スポーツの振興及び生涯スポーツの振興普及を図るために、世界

大会、全国大会、関東大会に出場する者及び団体へ奨励金を支給し

ます。 

 【新規】文化振興奨励金 90 千円［文化芸術課］ 

      市内に住所を有する者及び市内に拠点を有する団体が規定の選考

を経て関東規模以上の文化発表会やコンクール等に出場する際に奨

励金を支給し、文化活動の振興を図ります。 
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平成２７年度特別会計予算（案）の概要

取手駅西口都市整備事業特別会計

取手駅西口都市整備事業特別会計当初予算の規模は、13 億 3,843 万円で、

前年度当初予算 15 億 7,727 万 9 千円との比較では、2億 3,884 万 9 千円減（対

前年度比 15.1％減）となっております。

主な事業は、平成 25 年度から 27 年度までの継続費となっている、取手ウ

ェルネスプラザの整備工事費と駅北土地区画整理事業の西部地区造成工事、

建物移転補償等を計上しております。

用地先行取得事業特別会計

用地先行取得事業特別会計当初予算の規模は、1億 1,541 万 7 千円で、前年

度当初予算 1億 1,688 万円との比較では、146 万 3 千円減（対前年度比 1.3％

減）となっております。取手駅東口多目的広場用地に係る元金及び利子の償

還金を計上しております。

国民健康保険事業特別会計

国民健康保険事業特別会計当初予算の規模は、141 億 2,539 万 5 千円で、前

年度当初予算 121 億 8,816 万 3 千円との比較では、19 億 3,723 万 2 千円増（対

前年度比 15.9％増）となっております。

主な増の要因は、一般被保険者療養給付費の 3億 8,552 万 7 千円増（6.2％

増）、保険財政共同安定化事業拠出金の 16 億 7,515 万 2 千円増（172.9％増）

によるものです。

・一般被保険者療養給付費

H26 当初：62 億 6,326 万 7 千円 → H27 当初：66 億 4,879 万 4 千円

・保険財政共同安定化事業拠出金

県内市町村間の保険料の平準化と財政の安定化を図るために拠出してい

る事業ですが、一件あたり 30 万円以上のレセプトを対象としていたものか

ら、平成 27 年度より全ての医療費が対象となるため拠出金が増額になりま

す。

H26 当初：9億 6,900 万円 → H27 当初：26 億 4,415 万 2 千円

後期高齢者医療特別会計

後期高齢者医療特別会計当初予算の規模は、20 億 2,082 万 9 千円で、前年

度当初予算 19 億 5,143 万 3 千円との比較では、6,939 万 6 千円増（対前年度

比 3.6％増）となっております。

主な増の要因は、被保険者数の増（H25 年 10 月末 12,507 人→H26 年 10 月

末 13,099 人、592 人増 4.7％増）に伴い、広域連合への医療給付費納付金 1,698

万 9 千円増、低所得者・被扶養者軽減分納付金 1,794 万 5 千円増、保険料納

付金 3,602 万円増によるものです。
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介護保険特別会計

介護保険特別会計当初予算の規模は、71 億 9,369 万 5 千円で、前年度当初

予算 67 億 7,047 万 7 千円との比較では、4 億 2,321 万 8 千円増（対前年度比

6.3％増）となっております。

主な増の要因は、施設介護サービス給付費 2 億 5,903 万 2 千円増（10.1％

増）、介護予防サービス給付費 4,932 万円増（43.8％増）、特定入所者介護サ

ービス費 4,164 万円増（13.7％増）、地域包括支援センター業務委託料 7,440

万 2 千円増（皆増）によるものです。

・施設介護サービス給付費

H26 当初：25 億 7,224 万 8 千円 → H27 当初：28 億 3,128 万円

・介護予防サービス給付費

H26 当初：1億 1,268 万円 → H27 当初：1億 6,200 万円

・特定入所者介護サービス費

H26 当初：3億 492 万円 → H27 当初：3億 4,656 万円

・地域包括支援センター業務委託料

H27 当初：7,440 万 2 千円（皆増）

介護サービス特別会計

介護サービス特別会計当初予算の規模は、194 万 2 千円で、前年度当初予算

1,954 万 9 千円との比較では、1,760 万 7 千円減（対前年度比 90.1％減）とな

っております。

平成27年度より介護保険特別会計で市内の民間法人に地域包括支援センタ

ーの業務を委託し、介護予防支援業務が実施されるため、1ヶ月分の歳入歳出

予算となります。

競輪事業特別会計

競輪事業特別会計当初予算の規模は、13 億 4,865 万 8 千円で、前年度当初

予算 13 億 4,942 万 5 千円との比較では、76 万 7 千円減（対前年度比 0.1％減）

となっております。

主な減の要因は、通常競輪事業 84 万 2 千円減、0.1％減によるものです。

・通常競輪事業（1回 6日間開催）

H26 当初：13 億 386 万 7 千円 → H27 当初：13 億 302 万 5 千円

・場外車券発売競輪事業（10 回 40 日間発売）

H26 当初：1,936 万円 → H27 当初：1,954 万円

取手地方公平委員会特別会計

取手地方公平委員会特別会計当初予算の規模は、68 万 9 千円で、前年度当

初予算 77 万 1 千円との比較では、8万 2千円減（対前年度比 10.6％減）とな

っております。関係団体は、取手市・守谷市・利根町・取手地方広域下水道

組合・取手市外 2 市火葬場組合・利根川水系県南水防事務組合・常総地方広

域市町村圏事務組合となります。
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